
文：槌田波留基　写真：特記以外は山田新治郎

日本列島は古来、幾多の自然災害に見舞われてきた。その背景には地理的条件、気象特性がある。
そして現在、地球温暖化の進行にともない、風水害の特徴にも変化が見られるようになった。
南海トラフ巨大地震、首都直下地震をはじめ、大規模災害の発生も高い確率で予想される。
しかし、過去のデータから発生確率を正確に読み取ることは極めて困難だ。
さらに、自然災害の発生後、適切な対応を適時取らなければ、時間の経過とともに被害は拡大していく。
だからこそ今、発災直後の迅速な初動対応を可能とする「応災力」が求められている。
その時、国土を創り、守る建設業に託された真の使命とは何か。
自然災害に対峙する取組みの最前線を探る。

特集

建設業の応災力
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ら
れ
、
こ
の
厄
災
と
対
峙
す
る
「
応
災

力
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
建
連
災
害
対
策
委
員
会
の
清
水
琢

三
委
員
長
に
、
建
設
業
界
の
応
災
力
強

化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
平
成
七
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
機
に
建
設
会
社
は
巨
大
災
害

に
対
応
す
べ
く
体
制
強
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
東
日
本
大

震
災
で
は
応
急
復
旧
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
未
曾
有
の
災
害
の

渦
中
に
あ
っ
て
情
報
が
錯
綜
し
た
こ
と

も
事
実
で
す
。
必
ず
し
も
『
応
災
力
』

を
十
分
に
発
揮
で
き
た
と
は
言
い
切
れ

な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
教
訓

と
し
て
現
在
、
さ
ら
に
広
域
的
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
」。

　

日
建
連
は
一
昨
年
策
定
し
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
「
建
設
業
の
国
民
に
対

す
る
最
も
重
要
な
使
命
は
、
災
害
列
島

に
住
む
国
民
を
守
る
こ
と
で
あ
る
」
と

明
記
し
た
。
防
災
、
減
災
の
視
点
で
国

　

昨
年
は
、
一
月
中
旬
の
東
京
都
心
を

含
む
関
東
、
近
畿
か
ら
北
陸
、
北
海
道

を
襲
っ
た
大
寒
波
で
幕
を
開
け
た
。
一

週
間
後
に
は
沖
縄
で
三
九
年
ぶ
り
、
奄

美
大
島
で
は
一
一
五
年
ぶ
り
と
な
る
降

雪
を
記
録
。
航
空
便
の
欠
航
、
交
通
事

故
の
多
発
が
報
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
台

風
の
多
発
、
迷
走
ぶ
り
も
注
目
に
値
す

る
。
八
月
に
は
日
本
周
辺
に
三
つ
の
台

風
が
相
次
い
で
接
近
、
九
号
は
関
東
に
、

一
一
号
は
北
海
道
に
上
陸
、
一
〇
号
は

日
本
近
海
を
迷
走
し
た
後
、
統
計
史
上

初
め
て
東
北
地
方
に
上
陸
し
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
昨
年
の
鬼
怒
川
の
決
壊
も
記
憶
に

新
し
い
。
そ
し
て
昨
年
の
熊
本
地
震
。

現
在
も
イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
の
復
旧
に
関

係
各
機
関
が
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
最

中
だ
。
い
ま
日
本
は
、
地
球
温
暖
化
に

と
も
な
う
局
所
的
豪
雨
が
も
た
ら
す
土

砂
災
害
や
洪
水
、
竜
巻
や
突
風
、
巨
大

地
震
な
ど
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
自
然
災
害
の
懸
念
を
抱
え
て
い
る
。

ひ
と
た
び
自
然
が
猛
威
を
振
る
う
と
、

国
を
あ
げ
て
「
防
災
」「
減
災
」
が
論
じ

こ
の
国
を
守
る

応
災
力
を
強
化

日本建設業連合会
災害対策委員長

清水琢三
Takuzo Shimizu
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切迫する巨大地震
首都直下地震の被害想定
● 想定震度 マグニチュード7.3
● 被害想定
　 ・全壊・焼失家屋 ： 最大約61万棟
　 ・死者 ： 最大約2.3万人
　 ・要救助者 ： 最大約7.2万人
　 ・避難者数 ： 最大約720万人
　 ・被害額 ： 資産等の被害 ： 約47.4兆円
　　　　　　　　    経済活動への影響 ： 約47.9兆円
出典：中央防災会議 首都直下地震対策検討ワーキンググループ、
　　　「首都直下地震の被害想定と対策について」（平成25年12月）

首都直下地震・
南海トラフ巨大地震

激甚化する風水害豪雨日数の増加

１時間降水量50mm以上の年間発生回数（アメダス1,000地点あたり）

出典：気象庁ホームページ

1976〜1985
平均174回

2006〜2015
平均230回

強震動生成域が陸側ケースの震度分布

都心南部直下地震の震度分布

P.08上段写真提供：国土交通省関東地方整備局P.09上段写真提供：神戸市

南海トラフ巨大地震の被害想定

出典：中央防災会議 防災対策推進検討会議
　　　南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ、
　　　「南海トラフ巨大地震の被害想定について」
　　　（平成24年8月第一次報告）（平成25年3月第二次報告）

● 想定震度 マグニチュード9.1
● 被害想定
　 ・全壊・焼失家屋 ： 最大約239万棟
　 ・死者 ： 最大約32.3万人
　 ・要救助者 ： 最大約33.9万人
　 ・避難者数 ： 最大約950万人
　 ・被害額 ： 資産等の被害 ： 約169.5兆円
　　　　　　　　    経済活動への影響 ： 約50.8兆円

特集建設業の応災力
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害
の
な
か
で
、
多
数
の
課
題
を
見
出
し

た
。

　

応
災
力
強
化
の
核
と
な
る
の
が
国
土

交
通
省
と
連
携
し
た
包
括
災
害
協
定
の

締
結
推
進
だ
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速

な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
各
地
方

整
備
局
を
は
じ
め
都
道
府
県
、
政
令
市

な
ど
が
参
画
し
、
指
揮
系
統
の
一
本
化

を
図
る
。
す
で
に
上
図
に
示
す
通
り
、

各
地
で
締
結
が
進
ん
で
い
る
。
日
建
連

は
全
国
組
織
だ
。
そ
こ
に
大
き
な
強
み

が
あ
る
と
清
水
委
員
長
は
こ
う
語
る
。

「
発
災
直
後
に
被
災
地
は
動
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
現
地
の
会
員
企
業
も
被

災
者
に
な
る
。
日
建
連
は
全
国
に
会
員

企
業
を
擁
し
て
お
り
、
広
域
的
な
支
援

が
可
能
で
す
。
そ
の
体
制
を
よ
り
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
明
確
な
指
揮

系
統
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
」。
地
方

整
備
局
や
地
方
行
政
機
関
に
情
報
を
集

約
し
、
こ
れ
を
受
け
て
日
建
連
の
本
部
、

支
部
、
会
員
企
業
が
連
携
す
る
。「
情
報

が
錯
綜
し
、
要
請
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
現

地
で
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
っ
て
も
、

的
確
な
対
応
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り

土
の
強
靭
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

応
災
力
の
向
上
を
基
本
的
な
責
務
と
位

置
付
け
て
い
る
。
災
害
発
生
時
の
被
災

者
支
援
か
ら
応
急
復
旧
、
本
格
復
旧
、

そ
し
て
復
興
に
至
る
一
連
の
重
責
を
果

ま
す
」。

　

情
報
系
統
の
一
本
化
を
推
進
す
る
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
九
州
支
部
で
運

用
を
始
め
て
い
る
「
工
事
箇
所
登
録
シ

ス
テ
ム
」
が
あ
る
。「
一
定
規
模
以
上
の

土
木
工
事
現
場
の
情
報
を
登
録
す
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
被
災
地
周
辺
の
現

場
に
調
達
可
能
な
資
材
や
機
材
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
、
地
方
整
備
局
も
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
整
備
局
と
支
部
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
で
情
報
を
共
有
、
検

討
し
、
支
部
か
ら
会
員
企
業
に
依
頼
し

て
被
災
地
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
実
際
に
熊

本
地
震
の
際
に
機
能
し
、
迅
速
な
資
材

の
調
達
、
搬
送
の
一
助
と
な
っ
た
と
清

水
委
員
長
は
話
す
。
運
用
を
全
国
に
拡

充
す
る
検
討
も
始
め
て
い
る
と
い
う
。

　

一
昨
年
四
月
、
日
建
連
は
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
、
建
設
業
関
連

団
体
と
し
て
初
め
て
「
指
定
公
共
機

関
」
に
指
定
さ
れ
た
。
大
規
模
災
害
発

生
時
に
政
府
と
連
携
し
て
応
急
復
旧
活

動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
指
定

公
共
機
関
は
連
絡
体
制
の
整
備
や
災
害

応
急
時
の
活
動
内
容
、
災
害
予
防
対
策

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
防
災
計
画
の
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
日
建
連
は
す

で
に
防
災
業
務
計
画
を
取
り
ま
と
め
、

防
災
訓
練
の
実
施
や
通
信
シ
ス
テ
ム
の

整
備
、
資
機
材
の
調
達
や
建
造
物
の
応

急
危
険
度
判
定
士
の
派
遣
な
ど
実
効
的

な
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
策
定
し
た
。

　

今
後
の
体
制
強
化
に
向
け
清
水
委
員

長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
指
定

公
共
機
関
と
な
っ
た
こ
と
で
緊
急
車
両

の
通
行
や
燃
料
確
保
の
手
続
き
が
簡
素

化
さ
れ
、
中
央
防
災
無
線
を
介
し
て
政

府
と
の
情
報
共
有
も
強
化
さ
れ
ま
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
た

い
。
都
内
の
災
害
対
策
本
部
構
成
会
社

と
の
通
信
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
要
と

な
る
の
は
各
支
部
で
す
。
本
部
と
支
部
、

会
員
企
業
と
の
通
信
網
の
確
立
と
広
域

的
な
防
災
訓
練
も
実
施
予
定
で
す
」。

　

首
都
直
下
地
震
を
念
頭
に
首
都
機
能
、

ひ
い
て
は
日
建
連
の
本
部
機
能
が
危
う

く
な
る
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
も
あ
る
。

委
員
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
災
害
対
策

部
会
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
部
会
に
加
え
、
新
た
に

首
都
直
下
地
震
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
置
し
、「
首
都
直
下
地
震
発

情
報
を
一
本
の
ラ
イ
ン
で
流
す

包
括
災
害
協
定

生
時
に
お
け
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
本

部
被
災
時
の
代
替
機
能
及
び
通
信
手
段

の
確
保
や
、
首
都
機
能
が
不
全
に
陥
っ

た
場
合
を
想
定
し
、
日
建
連
本
部
以
外

で
の
本
部
代
替
機
能
や
資
機
材
の
確
保

の
検
討
も
開
始
し
た
。
建
設
業
の
範
疇

を
超
え
、
日
常
生
活
に
お
け
る
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
、
生
活
者
に
向
け
た

啓
蒙
活
動
に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

建
設
会
社
の
応
災
体
制
は
整
い
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
大
災
害
の
発
生
時
に

は
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
付
い
て

回
る
。
そ
の
時
の
個
々
の
覚
悟
、
心
構

え
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
こ
れ
ま

で
に
社
会
の
公
器
を
創
っ
て
き
た
日
建

連
の
会
員
企
業
は
、
応
災
に
つ
い
て
も

こ
れ
を
社
会
的
使
命
と
し
て
担
う
矜
持

を
持
っ
て
い
ま
す
。
各
地
方
整
備
局
と

日
建
連
支
部
も
意
見
交
換
会
や
日
常
的

な
交
流
を
通
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
ま
す
。
心
構
え
に
つ
い
て
も
全
く
懸

念
し
て
い
ま
せ
ん
。
包
括
災
害
協
定
の

締
結
、
指
定
公
共
機
関
と
し
て
の
体
制

整
備
を
核
と
し
て
応
災
力
強
化
を
加
速

さ
せ
ま
す
」
と
、
清
水
委
員
長
は
言
葉

に
力
を
込
め
た
。

指
定
公
共
機
関
と
し
て
の

新
た
な
使
命

日建連災害対策委員会組織図

日建連の応災対応メニュー

震災時初動対応
ハンドブック
防災に対する心得や地震
発生時の対応を、イラス
トを交えて分かりやすく
まとめたハンドブック。

被災建築物
応急危険度判定士
派遣マニュアル
被災建築物応急危険度判
定士の派遣手順をまとめ
ている。

資機材等の調達・
運搬マニュアル
大規模自然災害発生時
に、地方整備局などから
要請される資機材などの
調達・運搬業務の対応手
順を定めるもの。

防災業務計画
防災に関してとるべき措
置を定め、災害発生時に
円滑かつ適切に災害対応
活動を実施することを目
的としている。

災害対策委員会

BCP部会災害対策部会 首都直下地震対策
ワーキンググループ

日建連支部の災害協定の締結状況

関西支部
● 近畿地整及び7府県 

4政令市及び各道路会社
●近畿地整 ●大阪府　
●兵庫県 ●京都市　
●NEXCO西日本、中日本
●本四高速 ●阪神高速　
●大阪広域水道
● 大阪市（下水/環境/建設

/水道/道路啓開）　
● 近畿地整大阪国道事務所
（道路啓開）

北海道支部
●北海道開発局

東北支部
● 東北地整及び 

東北6県と仙台市 
●仙台市交通局 ●東北電力

関東支部
● 関東地整及び 

関係都県及び政令市　
●横浜市交通事業管理者　
●横浜市公共下水道管理者
●NEXCO東日本関東支社
●NEXCO中日本東京支社
●NEXCO中日本八王子支社

北陸支部
●北陸地整
●NEXCO東日本新潟支社
●NEXCO中日本金沢支社
●東北電力

中部支部
● 中部地整及び 

中部5県3政令市
●愛知県建設部　
●静岡県交通基盤部　
●名古屋市上下水道局　
●NEXCO中日本名古屋支社、東京支社

中国支部
● 中国地整及び 

中国5県2政令市
●NEXCO西日本中国支社
●本州四国連絡高速道路

四国支部
● 四国地整
● NEXCO西日本四国支社
● 本州四国連絡高速道路

九州支部
●九州地整
●NEXCO西日本九州支社
●福岡北九州高速道路公社
●沖縄総合事務局

た
す
。
そ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
も
、
陸
路
海
路
の
啓
開
、
生
活
物
資

の
搬
送
や
民
生
支
援
、
現
在
も
続
く
除

染
作
業
な
ど
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
想
定
外
の
大
規
模
な
被

●個別協定　●包括協定　
●包括協定最終調整中
●協議中
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茨
城
県
常
総
市
を
流
れ
る
鬼
怒
川
の

堤
防
が
決
壊
し
た
の
は
、
一
昨
年
の
九

月
十
日
午
後
、
十
二
時
五
十
分
頃
の
こ

と
だ
っ
た
。
三
日
前
に
発
生
し
た
台
風

一
八
号
が
温
帯
低
気
圧
と
な
り
関
東
、

東
北
地
方
で
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
、

各
地
で
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
同

市
の
三
坂
町
は
鬼
怒
川
か
ら
流
れ
込
ん

で
き
た
濁
流
に
一
瞬
に
し
て
飲
み
込
ま

れ
た
。

　

日
建
連
関
東
支
部
と
災
害
協
定
を
結

ぶ
関
東
地
方
整
備
局
（
以
下
、
関
東
地

整
）
か
ら
災
害
支
援
要
請
が
あ
っ
た
の

は
決
壊
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
、
直
ち
に

被
災
状
況
の
リ
サ
ー
チ
を
担
う
リ
エ
ゾ

ン※
１

が
関
東
地
整
の
災
害
対
策
室
に
向
か

う
。「
発
災
時
に
ま
ず
考
え
た
の
は
情

報
の
収
集
で
し
た
。
現
地
の
状
況
を
把

握
し
な
い
こ
と
に
は
、
日
建
連
と
し
て

の
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
要
請
か
ら
一
時
間
も
し
な
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
リ
エ
ゾ
ン
を
災
害
対
策
室
に

派
遣
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
の
は
坂

本
好
謙
日
建
連
関
東
支
部
長
だ
。

　

並
行
し
て
資
材
調
達
、
復
旧
計
画
の

検
討
が
始
ま
る
。
会
員
各
社
が
保
有
、

備
蓄
す
る
資
材
、
重
機
、
人
員
な
ど
の

照
会
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
関
東
地
整

に
報
告
、
そ
の
日
の
夕
刻
に
は
復
旧
に

当
た
る
二
社
が
決
定
し
た
。「
発
災
直

後
は
情
報
も
混
乱
し
て
い
て
、
誰
が
被

災
地
に
赴
く
か
を
決
め
る
こ
と
だ
け
で

も
難
し
い
。
今
回
は
災
害
協
定
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
即
座
に
対
応
す
る
企
業
を

特
定
し
、
現
地
に
赴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。
翌
早
朝
に
は
施
工
者
が
現
地

入
り
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
根
固
め
ブ

ロ
ッ
ク
の
投
入
が
始
ま
っ
た
。
坂
本
支

部
長
は
そ
の
と
き
災
害
協
定
の
重
要
性

を
実
感
し
た
と
話
す
。

　

災
害
対
策
室
に
入
っ
た
リ
エ
ゾ
ン
は

現
地
の
状
況
の
情
報
収
集
に
走
る
。
し

か
し
、
浸
水
箇
所
が
多
く
そ
の
場
所
に

ど
こ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
い
の
か
、

判
断
が
難
し
い
。
二
次
災
害
の
恐
れ
も

あ
る
た
め
、
む
や
み
に
動
く
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
も
ど
か
し
い
想
い
を
抱

き
な
が
ら
も
現
地
の
状
況
と
備
蓄
資
機

材
の
情
報
を
確
認
し
、
日
建
連
関
東
支

部
へ
逐
一
報
告
し
続
け
た
。

　

混
乱
す
る
現
場
で
行
動
の
自
由
度
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

そ
れ
で
も
正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
に

は
、
そ
の
目
で
直
に
確
認
す
る
こ
と
が

必
須
だ
と
坂
本
支
部
長
は
話
す
。

「
我
々
は
日
々
自
然
を
相
手
に
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
現
場
を
見
れ
ば
ど
の
く

ら
い
の
人
員
、
資
機
材
、
時
間
が
必
要

に
な
る
か
す
ぐ
に
判
断
で
き
る
。
そ
の

即
時
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
平
時

か
ら
備
蓄
状
況
の
確
認
や
、
詳
細
な
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
肝
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

加
え
て
重
要
に
な
る
の
が
「
ト
リ
ア

ー
ジ
」
だ
。
ど
こ
か
ら
着
手
す
る
の
か
、

そ
の
優
先
順
位
を
即
決
で
き
る
体
制
づ

災
害
協
定
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ

即
座
に

対
応
で
き
た

日本建設業連合会
関東支部長

坂本好謙
Yoshinori Sakamoto

初
動
を
支
え
た
災
害
協
定

関東・東北を襲った集中豪雨は鬼怒
川流域において、観測史上最大とな
る累加雨量600mm超を記録。この
影響で茨城県常総市三坂町の鬼怒川
堤防は約200mにわたり決壊した。

（提供：国土交通省関東地方整備局）

最大浸水深分布の推定結果
出典：京都大学防災研究所、「平成27年関東・東北水害 鬼
怒川氾濫による常総市周辺の浸水深分布調査（第二報）」

多
様
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

 「
想
定
外
」を
超
え
る

鬼
怒
川

堤
防
決
壊

茨
城
県

常
総
市
内
の

半
分
が

浸
水
し
た

優れた機動力 主な応災活動

2015.9.11
荒締切工着手

2015.9.16
仮堤防設置完了、
連節ブロック設置状況

2015.9.22
二重締切中詰め状況

2015.9.10

応急復旧工事完了
2015.9.24

※1 リエゾン…災害対策現地情報連絡員
P.12下段3点提供：鹿島建設㈱　P.13下段提供：国土交通省関東地方整備局
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く
り
を
国
に
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

と
話
す
。

　

日
建
連
の
会
員
企
業
が
持
つ
応
災
力

を
業
界
内
で
結
集
す
る
検
討
も
始
め
て

い
る
。「
将
来
的
に
は
、
各
社
が
整
備
し

て
い
る
備
蓄
資
機
材
や
人
員
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
情
報
を
共
有
で
き
る
体

制
整
備
も
検
討
し
た
い
」。
首
都
直
下

の
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
時
に
は
一
企

業
だ
け
で
は
と
て
も
対
応
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
想
像
し
う
る
あ
ら
ゆ
る

状
況
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
正
直
、
そ
の
規
模
を
想
像
す
る
こ
と

は
私
に
と
っ
て
も
難
し
い
。
し
か
し
、

想
定
外
だ
っ
た
と
い
う
言
い
訳
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
」
と
坂
本
支
部
長
は
心
中
を

明
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な

限
り
多
様
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
肝

要
だ
と
話
す
。

　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
の
大

野
昌
仁
企
画
部
長
も
、
災
害
協
定
の
重

要
性
を
指
摘
す
る
。「
関
東
地
整
は
各

都
県
の
建
設
業
協
会
な
ど
様
々
な
団
体

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
大
規
模

災
害
と
な
る
と
地
元
の
建
設
会
社
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
日
建
連
に
期
待
し

て
い
る
の
は
広
域
的
な
資
機
材
の
調
達

力
、
そ
し
て
高
度
な
施
工
、
技
術
力
で

す
」。
関
東
地
整
は
、
二
〇
〇
五
年
に
日

建
連
（
旧
日
本
土
木
工
業
協
会
）
と
災

害
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
締

結
、
二
〇
一
二
年
に
建
設
資
材
調
達
な

ど
に
関
わ
る
項
目
を
追
加
し
応
災
体
制

を
強
化
し
て
き
た
。「
鬼
怒
川
で
は
そ

の
災
害
協
定
に
沿
っ
て
、
資
機
材
調
達
、

応
急
復
旧
に
そ
の
力
を
遺
憾
無
く
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
決
壊
箇
所
の

荒
締
切
工
の
造
成
と
二
重
締
切
堤
の
施

工
を
わ
ず
か
二
週
間
で
完
工
で
き
た
の

で
す
」
と
大
野
企
画
部
長
は
話
す
。

　

国
と
日
建
連
が
連
携
し
、
両
者
が
有

す
る
資
機
材
、
人
員
が
投
入
さ
れ
た
が
、

一
方
で
必
ず
し
も
双
方
の
備
蓄
状
況
を

は
じ
め
と
す
る
情
報
の
共
有
が
完
璧
だ

っ
た
と
は
い
え
な
い
側
面
も
あ
っ
た
。

備
蓄
ヤ
ー
ド
の
配
置
図
や
搬
出
ル
ー
ト
、

資
材
の
規
格
な
ど
詳
細
情
報
が
不
足
し

て
い
た
と
振
り
返
る
。「
一
体
的
か
つ

迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
日

頃
か
ら
情
報
共
有
が
で
き
る
体
制
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
」。

　

流
下
能
力
を
上
回
る
洪
水
に
よ
り
鬼

怒
川
の
堤
防
は
決
壊
し
た
。
今
後
、
気

候
変
動
に
よ
り
、
今
回
の
鬼
怒
川
の
よ

う
な
施
設
の
能
力
を
上
回
る
洪
水
の
発

生
頻
度
が
高
ま
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
施
設
の
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
施

設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず

発
生
す
る
も
の
」
と
い
う
視
点
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
大
野
企
画
部
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
国
で
は
、

平
成
二
十
七
年
十
二
月
よ
り
『
水
防
災

意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
し
て
、

ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
、

計
画
的
に
推
進
し
、
水
防
災
意
識
社
会

を
再
構
築
す
る
取
組
み
を
各
地
域
で
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た

洪
水
情
報
の
配
信
を
昨
年
九
月
か
ら
全

国
に
先
駆
け
て
常
総
市
で
開
始
し
ま
し

た
」。
日
建
連
や
地
域
の
建
設
会
社
に

も
こ
う
し
た
対
策
や
訓
練
へ
の
参
画
を

仰
ぎ
、
取
組
み
を
実
の
あ
る
も
の
と
し

て
い
き
た
い
と
大
野
企
画
部
長
は
意
気

込
み
を
見
せ
る
。
最
後
に
「
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
は
時
間
と
と
も
に
拡
大
し

ま
す
。
鬼
怒
川
で
は
短
時
間
で
準
備
、

工
事
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ネ
コ

ン
の
能
力
の
高
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

地
元
の
皆
さ
ん
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
四
月

十
四
日
二
十
一
時
二
十
六
分
の
前
震
、

十
六
日
一
時
二
十
五
分
の
本
震
と
、
二

回
に
わ
た
っ
て
震
度
七
を
記
録
、
そ
の

後
も
震
度
一
超
の
余
震
は
四
千
回
以
上

を
数
え
、
熊
本
、
大
分
両
県
に
多
大
な

人
的
、
物
的
損
害
を
与
え
る
大
災
害
と

な
っ
た
。

　

日
建
連
九
州
支
部
災
害
対
策
本
部
の

黒
﨑
光
宏
本
部
長
代
行
は
前
震
の
直
後
、

直
ち
に
福
岡
市
内
の
九
州
支
部
に
駆
け

つ
け
た
。「
対
策
本
部
の
本
部
長
代
行

と
し
て
緊
急
支
援
体
制
を
一
刻
も
早
く

と
い
う
想
い
で
し
た
。
震
度
六
弱
で
自

動
的
に
参
集
と
い
う
規
則
が
常
に
頭
に

あ
っ
た
。
事
務
局
と
連
携
し
、
発
災
か

ら
一
時
間
半
で
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　

震
災
直
後
か
ら
、
高
速
道
路
会
社
に

よ
る
支
援
要
請
が
次
々
と
入
電
す
る
。

法
面
の
崩
落
、
高
架
橋
の
落
橋
が
各
地

で
発
生
し
て
い
た
。
主
な
要
請
内
容
は

復
旧
工
法
の
検
討
及
び
応
急
復
旧
工
事

へ
の
派
遣
だ
っ
た
。「
対
策
本
部
構
成

の
各
社
が
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

支
援
内
容
の
詳
細
を
確
認
、
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
、
最
善
の
対
応
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」。
被
災
状
況
が
明

確
に
な
る
に
つ
れ
、
対
策
本
部
は
多
忙

を
極
め
た
が
、
夜
に
依
頼
が
あ
り
、
翌

朝
ま
で
に
現
地
に
到
着
す
る
と
い
っ
た

迅
速
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

黒
﨑
本
部
長
代
行
は
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
課

題
も
見
え
て
き
た
。
情
報
の
輻
輳
と
逆

流
だ
。「
高
速
道
路
会
社
と
は
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
支
援
要
請

先
は
日
建
連
か
建
設
会
社
に
直
接
の
ど

ち
ら
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
各
社
に
要
請
が
入
る
こ
と
も
多
く
、

依
頼
を
受
け
た
企
業
が
対
策
本
部
に
事

案
を
あ
げ
直
し
て
再
調
整
す
る
と
い
う

現
象
が
起
き
ま
し
た
。
情
報
伝
達
は
一

本
化
し
た
方
が
迅
速
に
対
応
で
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
黒
﨑
本
部
長
代
行

は
実
際
に
経
験
し
て
初
め
て
気
付
く
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
と
話
す
。

　

同
様
の
齟
齬
は
資
材
の
調
達
過
程
で

も
起
き
た
。
調
達
資
材
を
扱
っ
て
い
る

商
社
や
リ
ー
ス
会
社
に
は
複
数
の
会
員

日
建
連
の
資
機
材
調
達
力

高
度
な
技
術
力
に
託
す

震
度
六
弱
で
自
動
参
集

発
災
直
後
に
対
策
本
部
設
置

南阿蘇村の阿蘇大橋地区では地震に
より大規模土砂災害が発生。麓を通
る、熊本都市圏と大分都市圏を結ぶ
JR豊肥本線及び国道57号が大量の
土砂で寸断され、谷間に架かる阿蘇
大橋は橋台を残し崩落した。

（提供：国土交通省九州地方整備局）

2016年9月の茨城県常総市の様子。多くの住民が日常生活を取
り戻し始めている。（提供：毎日新聞社）

経
験
し
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
こ
と

熊
本
地
震

Ｍ
六
・
五
、

Ｍ
七
・
三

二
度
の
激
震
が

襲
っ
た

2016.4.14 4.16
特集建設業の応災力

ゼ
ネ
コ
ン
の

迅
速
な
対
応
に

住
民
も
感
謝

国土交通省
関東地方整備局 企画部長

大野昌仁
Masahito Ohno
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二
四
時
間
体
制
で
対
策
本
部
の
担
当

者
た
ち
は
体
力
的
な
限
界
に
立
た
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
企
業
で
の

業
務
を
す
べ
て
無
視
す
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
。
人
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

再
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。「
経
験
し

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
出
し
た

教
訓
を
将
来
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
黒
﨑
本
部
長
代
行
は
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

　

九
州
は
い
わ
ば
台
風
の
玄
関
口
の
よ

う
な
エ
リ
ア
だ
。
風
水
害
に
対
す
る
備

え
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
国
土
交
通

省
の
職
員
も
災
害
に
対
す
る
高
度
な
対

応
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
話
す
の
は

九
州
地
方
整
備
局
の
小
平
卓
企
画
部
長

だ
。「
災
害
に
対
応
す
る
担
当
者
は
、
東

日
本
大
震
災
の
際
に
も
現
地
に
赴
き

企
業
か
ら
備
蓄
量
の
確
認
が
入
る
。
そ

の
数
量
な
ど
の
情
報
が
対
策
本
部
に
集

約
さ
れ
る
と
、
実
数
と
は
異
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
黒
﨑
本
部
長
代
行
は
話
す
。

「
対
策
本
部
が
直
接
確
認
し
、
運
搬
の

手
配
ま
で
を
一
元
で
行
っ
た
ほ
う
が
さ

ら
に
迅
速
、
確
実
な
対
応
が
で
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
理
想
的
な
情
報
伝
達

経
路
と
し
て
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
き
る

余
地
が
ま
だ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
地
震
の
経
験
は
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
木
建
築
と
い
っ
た
専
門
的
か
つ

難
易
度
の
高
い
復
旧
事
業
に
お
い
て
日

建
連
の
支
援
は
不
可
欠
で
し
た
」。

　

国
は
発
災
直
後
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
技
術
的
な
支
援
を
行
う
テ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス※

２

な
ど
約
四
四
〇
名
、
リ
エ

ゾ
ン
約
六
〇
名
を
派
遣
、
全
国
か
ら
の

支
援
を
含
め
日
最
大
五
〇
〇
名
体
制
の

陣
容
を
敷
き
、
全
力
で
被
災
地
支
援
に

あ
た
っ
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
人
員

配
置
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
当
初
は
混

乱
も
見
ら
れ
た
が
、
建
設
業
界
を
は
じ

め
民
間
企
業
、
団
体
の
協
力
も
あ
り
、

支
援
活
動
を
早
期
に
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

支
援
物
資
の
調
達
に
つ
い
て
は
日
建

連
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
各

所
で
奏
功
し
た
と
小
平
企
画
部
長
は
次

の
よ
う
に
話
す
。「
雨
の
心
配
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
数
千
枚
単
位
で
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
の
手
配
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
即

座
に
九
州
の
み
な
ら
ず
全
国
の
会
員
企

業
に
確
認
、
搬
送
し
て
い
た
だ
き
市
民

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
倒

壊
の
危
険
が
あ
る
自
治
体
庁
舎
の
調
査

に
も
建
築
関
係
の
専
門
家
を
派
遣
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
情
報
収
集
能
力
、

機
動
力
は
驚
く
べ
き
も
の
で
し
た
」。

そ
の
他
に
も
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や

大
規
模
な
土
砂
崩
落
の
現
場
へ
は
地
質

調
査
会
社
が
赴
き
技
術
的
な
情
報
提
供

を
行
っ
た
。
避
難
者
対
応
で
混
乱
す
る

自
治
体
で
は
簡
易
な
対
策
施
設
を
整
備

す
る
な
ど
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
迅

速
か
つ
適
切
な
支
援
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
た
。

　

小
平
企
画
部
長
は
今
後
の
日
建
連
に

こ
う
期
待
を
寄
せ
る
。「
将
来
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
対
応
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
公
共
機
関
で
あ
る
日

建
連
と
九
州
地
方
整
備
局
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
は
九
州
地
方
の
防
災
の
要
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
磨
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

鬼
怒
川
で
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
発

災
か
ら
二
週
間
で
緊
急
復
旧
を
成
し
遂

げ
た
。
熊
本
の
震
災
復
旧
も
、
急
ピ
ッ

チ
で
進
む
。
そ
の
過
程
か
ら
、
い
く
つ

も
の
成
果
と
教
訓
が
み
え
て
く
る
。

　

昨
年
の
十
一
月
に
は
再
び
福
島
沖
が

揺
れ
た
。
テ
レ
ビ
の
画
面
で
は
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
「
す
ぐ
に
高
台
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
東
日
本
大
震
災
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
」
と
繰
り
返
し
て
い
た
。

応
災
力
強
化
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
忘

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
鬼
怒

川
、
熊
本
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
の

経
験
、
教
訓
を
糧
と
し
て
将
来
に
向
け

自
然
災
害
に
対
峙
す
る
関
係
各
機
関
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
建
連
の
情
報
収
集
能
力・

技
術
力
に
期
待

国土交通省
九州地方整備局
企画部長

小平 卓
Taku Kodaira

日本建設業連合会
九州支部 災害対策本部
本部長代行

黒𥔎光宏
Mitsuhiro Kurosaki

難
易
度
の
高
い

復
旧
工
事
に

日
建
連
の
支
援
は

不
可
欠

熊
本
地
震
で
得
た

教
訓
を
将
来
に

活
か
し
た
い 4月14日の前震以降、熊本県熊本地方、阿蘇地方、大

分県中部などにまたがる広範囲で地震活動が活発化。
発災後半年で震度1以上を観測した回数は4,000回を
超えた。 出典：気象庁ホームページ

右／俵山トンネル補修工事現場付近の道路には村民有志のメッセージが掲げ
られている。地域からの応援が工事関係者の士気を高めていた。
左／南阿蘇村では発災から半年以上が経過しても、被災した家屋はブルーシ
ートで簡易に養生され、復旧を待っている。

俵山トンネルでは2016年内の完了を目標とし、補修工事がはじめられた。日本各地から資機材
や人材が集められ、24時間体制で工事が進む。トンネルを掘削するドリルジャンボや覆工コンク
リートを施工するセントルなどの機材も用意。不測の事態にも対応できるよう万全の体制を構築
している。

高度な技術力 主な応災活動

2015.4.14
整備局災害対策本部設置　
日建連九州支部災害対策本部設置

2015.4.19
宇土市役所庁舎解体方法の調査

2015.4.21
ブルーシートの調達

2015.4.25
阿蘇大橋付近の現地調査

俵山トンネル
補修工事着手

2016.6.29

※2 テックフォース…緊急災害対策派遣隊
P.16下段右2点提供：国土交通省九州地方整備局

特集建設業の応災力
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